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前売入場券好評発売申!!

大　　人 シルバー 高校生 小中生

前　売　券
　　{・Ｂ券)

1,200円
{1､500円)

600円

(800円)

600円
(800円)

400円

(500円)

全期間入場券
　(ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ)

2,500円 1,300円 1,300円 1,300円

[亘亘]

●ﾁｹｯﾄは1枚でみぶ･うつのみや両会場へ入場できます。

●全期間入場券は蔡掩噛日典通です。

　※ご本人の写真{シールも可}を貼付してください。

●シルバーは70歳以上の方が対象となります。

●学校行事による団体入場は無料となります。

●身体障害者手帳等の保持者と介護者1名は無料となります

●末就学児は無料となります。

図ﾔ］

Ｅ Ｅ Ｎ Ｅ Ｒ Ｆ

■交通の案内

Ａ
｜

Ｒ

公共交通機関をご利用ください。

rみぷ会場1

●北関東自動車道(仮)壬生Kこからクルマで約５分

●東武宇都宮線おもちゃのまち駅西口から

　●通シャトルバスで約１０分

●うつのみや会場から会場間シャトルバスで約20分

【うつのみや会場】

●北関東自動車道(仮)上三崩Cからクルマで約５分

l襄“　●JR宇都宮線宇都宮駅東口から直通シャトルバスで

一　約２５分

l湊　●みぶ会場から会場間シャトルバスで約２０分

耀一国匡酔第17回全国都市緑化とちぎﾌｪｱ実行委員会事務局

　　　　ゲ　TEL028-623-3682 t霖こ談話昌こ。
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ﾏﾛﾆｴとちき
緑花祭

届けたい。花いっばいのメッセージ。

第17回全国都市緑化とちきﾌｪｱ

今年の9月９日から11月5日までの58日間､全国規模の花と緑の祭典

｢ﾏﾛﾆｴとちぎ緑花祭2000｣が｢みぶ｣と｢うつのみや｣の2つの会場を舞台に開催されます。

会場では美しく飾られた花や緑が皆様をお迎えするとともに､多彩なｽﾃｰｼﾞや

体験型の催し物が､毎日盛りだくさんです｡ぜひ御期待ください。
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2000

1楓窟●Ｉみぶ会場[壬生総合公園]ﾉ俗ｬ=j ﾚﾀﾞy千言尚…………宍=1;1=:万=:,万j=万
　　　　　　　　Ｉうつのみや会場[宇都宮市総雀鮨幽幽]===………'ｻﾞj=f===|……=゜ZE7

　∠尚尚尚呈示，回目呈ｼﾞ　息四磁ｘ肇Ｓ

　首玉匹/四千診回診三万　且に回回言辿図ぶ沈諮訟ｋ　　　　　ｓ　　　　　　　　　コ

　賜謳荘謳’’　‾４偏回‾ｈ≒媛ﾌ‾一遥ﾎﾞ一44げ-’　回潟謳頁砧晦藻な｡S117S4i -ごJ｀ぎ“。　。“ｒ｡-　。･．ぞ　　　　　　　　　　，尹
　盲膳ら拓を扁召噺詣一一　１砥F　　　　゛　f

　聯言朧亘ｍ胆愕脂贈回回｡j
?1懸冒頭結願’

．
゛’・

、。
゛　－　　　　　　　ブ　　……､

づ
　　　尚ぶa

゛^゜-

Jjぷ99j

尚こ1゛lj　　　　ﾙﾙﾙ　ｼﾙ　　　　　　　　　　　ﾀﾞ　　　　　⊃

　　　　３隨眉ンベjy4（　○言　　　⊃台サリ　UI　，。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　s｀

　　､。・゛゛゛ｷX　　　｀｀‥‥‥　　　‥　言　　　･1　･ヽに　　乱　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ

　　　，　　　　　　Ｓ、　　　　　　　　３　　　　゛゛ ゛゛゛゛゛゛゛゛゛゛゙ ゛゛゛゛ｇ゙　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　ｉ。　　　　｀　　　　　　　　　　　φjy vゝvavφφφvφφva《vvｶvvv ふ･　.r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l;　詞T

泄

長

よ　，

IL◇千万
。a J

lj　に、

　S
gy

yLｺj4itﾄﾞ　jO辱●榜ふじ>］回し］匹゛゛’゛゛・　　Ｊ　同ぢご　’Ｌ　き7

　4i

皿

大

仏　yT:f犬∇（

j7尹価1

眉m品品尚4論ｦ

，

。…

…　

‥

，
－

ﾆ）1

?｀1

げ………　たこれからの街づぐﾘ巻擁廠厄厘黄牛U　尹……゛゛i11?生゛:゛l゛゛゜j゛゛゛゛゛
ﾆﾌ七:ぴ見当薦。ｓ白　回｡哭｀･･･...　　　　　　　.｀゛“　　　　゛;゛　証　　　占屠胴

a y9謡雲量諾諾靉一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廳］七言淫J゛‥‥‥1　　　　　　　密命一硲゛?ﾐ嚇1……!j’

　卜二戸ﾅﾃﾞ斤ｊ‰レ　　’
ｙ　　　　

回
］貌゛　　ji　回

い,･･　　　　　･･･－　……………｡｡づ

　⑤．≒一回ぷ　;’　心　　　　　　　　　　　　　･1　　　　　　　　　　’|　　　　　　　　　　　えご‘　　　　　．　　　　　　　｀　゛｀’　　　。
　く

ぞl
協議“ぶ

，。‥こ-

ｙ¨’　　……ﾁﾞ

,ぐで回　 。，　喬9

jryj

肖，

覧

こ
i　li

、
゛鯉,

゛゛1　匯

　§?や?

Ｆとし∇峰　jj;|｀

回

白゜ill
柴縦ﾏ濁ii

l回回i……｀:i§11回ljH

　黄　づへこ……§｡､ﾉﾀﾞで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自白－　　，ｓ、　４　　　　　　　　　　　　　凭ざ，，石

　　谷　乙濯レヤ｀　／　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　汽　　昂　９　．　　　　　　　，ヽ゛?･　　　゛　　　　　　そ　射．

　ｒ，　　

ﾄﾞ?　　　　　　　　　　　　　　g’　　　　　　⑤　　　　　　７　宍4

o

こ

y

j

価榴徊　　　　　　　？　　蔚頒顎

　罰判肺ﾄﾞ｡?､ii､｡｡1゛　　　　　　　三回　　　　　一回､1ﾛ。．・　　　’-

酒　　　　　。　Ｍ

　願萱案ぎ聚回..斟､苓ゐ､乙.ダ　　　　　　　　　　　　　　　　………J　　　a゛……｡｡、　　　　　　4･, ’一　　　　　　　Ａ　　　　　’　　　’’｀　゛
　巨四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀?y､-ｰ゛゛゛　　　　　s｝､m昌之宍　　　　　‘　唸’’・　　　　　　　　　、　言言･丹.原理退部蒙七斜ゴ　　　　　　　．．　　　　　ら-　一一　　｀,ヽ　　5に　鳶ふ｀がｸﾞ□言ごづ　，

??（

j……洋　･･弓　.¢゛j’゛，
　皿　　　　　　Ｅ祭司臆自‾　s’″j回｀回………jふ回メ馴ﾚ妓佩ﾂﾞなli昏゛゛i.

　盃毛k百ふ岨ご1乱忌巨こ函≧百l乱心　　　　　　　　　　　　　　。ｍ。－，　　　　　　　　　　　、，づ　ヽい　
］y,……

　_____＿＿＿＿＿_________________________。＿　　　　　
l　　　＿　，｡｡｡，

　二2‾2’゜呂’呂百呂3‾］呂二呂∇呂呂呂‾呂呂J25°’･゛’……呂呂翌2’呂゛’5-l‥呂’……三万､こﾆｰ｡､｡こ.宍’　　１

　’,－　゛゛　　　　緬ふ会場のXｲ､ﾝ花瀧丿区.亨敏やか4言訃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４‘　Ｊ　Ｉ’-　｛詣認混|

排節節参加言ﾙｸﾞ　　
言大飯　………▽回,回………上士談巡回こ、偕自前

　　　万　言　言訟言回言朧言贈言詣‾奏　　　　2白白/jj台東西沢置　呂詣‥

　　尚　　　　Jy　　尚尚］｛言生　　皿　　　　　　　　ブ　　こ　　　　　謹

　　丿　　　　　　　　　　　　　　　自…………§････････････････････････････････････････．　　　　　　　　　　　　　　　･････　　　　　　　　　　　　　　・

　。　　　　　
゛　　尚言偏コ言言§|一一　．ぞ。｡jl　　　　　三男脳てご｢問題1頴研……s　　-｀゛S　，深

　斎ﾖ一回買_　　　　　　　　　　　　　　　　　／旧　宍白　尚龍頭　Ｊ゛ｙ　・-″　　　　　　い偕……゛卜緩回9-一役………呂雪毘言゛’F謳………S

　回皆皆言1雪雲つ，・‘i………lj詞尚尚　回　　’　　　　　ｽﾞUl≒‥‥‥j，lii 7　.｡ﾑ,a

　F回皿昆詣畿;誤舵言　白
‥　

……l°　　

ご　　　

瀕，にご7TI溜万言だ1回……

　t　　　　　　　　　　゛　　‘9-゛　　、|　　　ニ　　　　　　　ゝ　　　　　　m　　　　　　　　　　　’　　　。Jgl

　　a,1　　　………-　　　　　　　　　。?　　　　　　　　　　　　　　　プi辿遍爺＼∧。]言……

万

Ws　　rl　　

〕Ξ　　l

‐

，

……

宍
回

万1回順順年年鸚郷1

サ玉1‥‥‥‥　　　‥‥‥J　　　　　　　　　　　　　　’゛　　　　　
。、　　｀｀’　ノ　　づ∧三U千］j談沙3-－

　賤ぶ　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀-･゛゛回゛゛’-｀’-｀ﾛ｀｀゛゛^゛り･　べ　

‰ﾝ■）讐転　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

……………………　竺千貫声声貫頂ｍ　　

－　　　‥‥‥　　　　　　‥‥‥　‥‥‥‥‥尚尚゛白丁゛,｡ふ托少

　言三､こ｡｡二宍］大湊白j.‾　　呈ご･ミ。　　　　　　　　　　　　｜　　　ダ　　　　　，　

ノ

　　…………Tj………言言………　　゛　　　　　　　　　　s　｀　　　　

j4ﾀﾞ］E］年

’

/j

犬幌、ニ………:二二二::

‥__＿＿＿_＿______＿＿＿　　　，-

ノ

　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　■㎜■　　■■7こ777で7-r’7rv7r凹r-5srﾐｰ=ﾐr凹~~’~’~’74ﾐss=rsz=･､｡･u､..屏四　　　E7.=｡-EEEぎ郷

３

心

心



お
も
ち
ゃ
博
物
館
の
来
館
者
‥
｀
‘

｀
　
　
　

５
年
連
続
で
９
万
人
超

ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
話
題
を
提
供
し

て
い
る
こ
と
等
が
、
毎
年
1
0
万
人
以
上

の
来
館
者
を
迎
え
て
い
る
要
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
話
題
性
の
あ
る
企
㈲
展
等
、

各
種
イ
ペ
ン
ト
開
催
に
当
た
っ
て
は
、

お
も
ち
ゃ
団
地
協
同
組
合
の
支
援
や
協

力
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
７
年
４
月
2
3
目
に
オ
ー
プ
ン
し
、

６
年
目
を
迎
え
た
国
谷
の
お
も
ち
ゃ
博

物
館
の
来
館
者
が
平
成
‥
‥
１
１
年
度
も
1
0
万

人
を
超
え
、
1
0
万
１
。
６
７
７
人
に
達

し
ま
し
た
。

／
Ｆ
Ｌ
ｎ
Ｌ
Ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

　
お
も
ち
ゃ
を
題
材
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
博
物
館
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
当
初
、

地
元
紙
は
も
と
よ
り
、
北
は
「
十
勝
毎

日
」
か
ら
南
は
「
琉
球
新
聞
」
ま
で
、

全
国
の
代
表
的
な
地
方
新
聞
に
紹
介
さ

れ
、
こ
れ
を
契
機
に
ラ
ジ
オ
や
Ｔ
Ｖ
、

旅
行
専
門
誌
等
、
多
く
の
マ
ス
メ
デ
ィ

　
お
も
ち
ゃ
博
物
館
で
は
、
昨
年
の
夏

休
み
期
間
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
北
海
道
か
ら
鳥
取
・
愛

媛
県
に
至
る
2
9
都
道
府
県
か
ら
来
館
者

が
あ
り
、
関
東
地
方
で
は
、
従
来
か
ら

多
い
茨
城
、
埼
玉
同
県
に
加
え
、
東
京

都
及
び
神
奈
川
・
千
葉
県
か
ら
が
増
え

て
お
り
、
県
外
か
ら
の
来
館
者
が
5
0
％

を
超
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ら／

　
来
館
者
に
人
気
の
あ
る
施
設
は
、
Ｉ

階
で
は
、
疑
似
体
験
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

Ｔ
ラ
ク
ル
・
ビ
ー
グ
ル
（
ミ
ー
ー
ブ
）
」

や
フ
ァ
ラ
オ
の
予
言
。
幼
児
連
れ
の
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
は
、
お
も
ち
ゃ

と
遊
具
で
自
由
に
遊
べ
る
「
お
も
ち
ゃ

と
あ
そ
び
の
へ
や
」
。
２
階
で
は
、
お

も
ち
ゃ
の
世
界
や
歴
史
が
分
か
る
展
示

室
「
は
わ
っ
と
　
い
ず
　
お
も
ち
ゃ
」
。

子
供
に
は
、
町
内
関
連
の
お
も
ち
ゃ
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
「
新
作
お
も
ち
ゃ
展
示
コ
ー

ナ
ー
」
や
、
お
も
ち
ゃ
に
触
れ
て
遊
べ

る
コ
ー
ー
ナ
ー
な
ど
。

　
３
階
展
望
室
は
、
自
然
豊
か
な
景
観

が
楽
し
め
る
展
望
・
休
憩
ゾ
ー
ン
。
春

夏
秋
冬
の
日
光
連
山
や
ハ
溝
の
山
並
み

が
眺
望
で
き
、
運
が
良
い
と
富
士
山
も
…
。

緑
を
求
め
る
都
会
の
人
達
に
特
に
人
気

(]おもちや博物館年度別入館者の推移〕

犬 平成了年度 平成８年度 平成９年度 平成10年度 平成11年度 累計

４　月 23,572 10,844 8,343 6,853 5,818

５　月 72,197 17,481 15,494 13,864 14,495

６　月 27,556 8,620 6,784 11,470 加,225

了　月 20,475 6,191 7,908 7,313 6,989

８　月 30,447 16,776 16,715 13,986 16,270

９　月 13,190 9,251 8,582 9,072 5,827

10月 22,616 8,169 6,639 7,181 6,521

11　月 20,365 9,205 10,843 14,291 11,706

12　月 5,296 3,717 2,884 3,642 3,295

１　月 9,169 5,293 3,316 4,828 7,240

２　月 8,743 7,148 4,997 5,179 5,901

３　月 n,974 8,274 7,534 6,152 7,390

同月末比較 265､600 ユ10,969 100,039 103,831 101,677

合計 265,600 110,969 100,039 103.831 101,677 682,n6

０
０
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０
０
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０
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０
０
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０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
８
６
４
２
０
８
６
４
り
心

２
１
１
１
１
１

３
月

２
月

１
月

1
2
月

1
1
月

1
0
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

え
る

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
収
蔵
品
展
、
企

画
展
、
特
別
企
画
展
を
は
じ
め
、
毎
月

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達
が

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
て
く
れ
る

「
お
も
ち
ゃ
病
院
（
第
三
日
曜
日
ご
や

「
手
作
り
お
も
ち
ゃ
教
室
（
第
四
日
曜

且
）
を
目
当
て
に
訪
れ
る
人
も
増
え

て
い
ま
す
。

年度別入館者の推移
０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０

０
　
０
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０
　
０
　
０

０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０

　
ｙ
　
ｙ
　
ｙ
　
ｙ
　
ｌ
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０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０

０
　
５
　
０
　
５
　
０
　
L
Q

c
t
　
N
　
C
g
　
H
　
¥

平成７年度　平成８年度　平成９年度　平成10年度　平成ｎ年度

４



イベン/ヽ（平成11年度）
写真で見る主な

1
2
＼
2
3

　
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

サ
ン
タ
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

５／３～５第４回おもちやふれあいまつり

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
ョ
ー

-

1
2
＼
2
6

　
年
忘
れ
も
ち
つ
き
大
会

６
／
1
3

　
県
民
の
日
イ
ペ
ン
ト

杉
山
兄
弟
の
ザ
う
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ
ー

１
／
３
～
４

　
正
月
特
別
開
館

1
0
／
2
6
～
‥
目
／
了

　
鉄
道
模
型
（
Ｎ
ゲ
ー
ジ
）

　
展
示
と
体
験
コ
ー
ナ
ー

３
／
2
5
～
５
／
2
8

　
リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
展

1
0
／
2
6
～
１
／
3
0

　
第
1
0
回
企
画
展

収
蔵
品
Ｔ
▽
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
大
集
合

８
／
1
5
「
生
き
た
魚
と
ふ

　
れ
あ
う
」
が
テ
ー
マ
の

　
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
ど
り

　
大
会

い
目
＼
３

　
第
４
回
お
も
ち
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

５
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…………　切�ど鎚晦哺冷び訪瘤y

介
護
機
器
の
貸
出
し
も
無
料
で

　
町
が
指
定
を
受
け
今
年
で
２
年
目
を

迎
え
た
郵
政
省
の
「
ケ
ア
・
タ
ウ
ン
構

想
」
は
、
卸
簡
易
保
険
加
入
者
協
会
栃

木
支
部
と
町
の
共
催
で
介
護
知
識
の
習

得
、
介
護
機
器
の
普
及
、
料
理
栄
養
知

識
の
習
得
、
ヘ
ル
パ
ー
３
級
養
成
な
ど

を
支
援
し
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち心

づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
で
す
。

　
今
年
の
高
齢
者
の
疾
病
予
防
、
健
康

増
進
の
た
め
の
料
理
・
栄
養
に
関
す
る

講
習
会
は
、
６
月
９
目
（
金
）
を
第
一

回
と
し
、
2
3
目
、
3
0
目
の
３
回
シ
リ
ー

ズ
で
、
ア
サ
ヒ
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

の
吉
野
昭
子
校
長
先
生
に
よ
る
料
理
指

昨年度実施したケアタウン料理栄養講習会の様子

■ ■

－
－

目曙自負個個諭盾朧朧窟員沓

檀海しｌ曹

導
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
講
習
会
と
し
て
、
７
月

２
日
（
且
、
山
本
茂
夫
先
生
に
よ
る

「
介
護
保
険
と
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉

活
動
」
、
９
月
２
日
（
土
）
に
は
、
加

藤
タ
キ
先
生
の
「
健
や
か
に
生
き
る
～

1
0
3
炭
の
母
、
加
藤
シ
ヅ
エ
か
ら
学
ぶ
こ

と
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、
９
月

か
ら
1
0
月
に
か
け
て
３
級
ヘ
ル
パ
ー
養

成
研
修
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
機
器
の
貸
し
出
し
は
、

保
健
課
健
康
増
進
係
を
窓
口
と
し
て
行
っ

て
お
り
、
電
動
ベ
ッ
ド
（
2
3
合
）
の
他
、

電
動
ス
ク
ー
タ
ー
（
８
合
）
、
車
イ
ス

（
1
2
合
）
、
エ
ア
マ
ッ
ト
（
９
合
）
等
が

　　山　川　みどり　　　　高　松　靖　子

　町では、４月１日から始まりました介護保険制度の実

施にあたり、認定調査員を採用しました。

　町民の皆さんが介護保険の申請をされますと、認定調

査員が調査に伺います。認定調査員は、山川みどり、高

松靖子の２名で、訪問調査時には、身分証明書を提示し

ますのでご確認ください。

無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
郵
便
局
で
は
、
外
務
員

が
6
5
震
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
お
宅
を
月
一
回
訪
問
し
、
さ
わ
や
か
・

し
な
や
か
情
報
紙
「
は
れ
や
か
」
を
配

付
す
る
と
と
も
に
、
安
否
確
認
を
し
何

か
異
常
が
あ
る
場
合
は
、
町
に
連
絡
し
、

町
が
対
応
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い
て
皆
様
の

ご
利
用
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　
　
町
民
生
部
保
健
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
音
8
1
－
１
８
３
５

６



12年度ケア･タウン料理栄養講習会カリキュラム

講座 実　　施　　日 内　　　　　　容 講　　　　師

第

１

回

６月９日（金）9 :30

　　　　　　　9 :40

　　　　　　　士O:40

　　　　　　～13 : 00

開講

　あいさつ

講演「食と人生」

実習「高齢者向け料理教室　１」

試食

郵便局長・役場課長

料理研究家　更科結団先生

アサヒクッキングスクール
校長　吉野　昭子

第

２

回

６月23日（金）9 :30

　　　　　　↓O:30

　　　　　～13 : 00

講義「高齢者に必要な栄養素」

　　・楽しく食べるために

実習「高齢者向け料理教室　２」

試食

アサヒクッキングスクール

校長　古野　昭子

第

３

回

６月30日（金）9 :30

　　　　　　　10 : 30

　　　　　　～Ｂ:00

講義「食事を楽しくとるための工夫」

実習「高齢者向け料理教室　３」

試食

アサヒクッキングスクール
校長　吉野　昭子

1………1………定員（先着40名）になり次第締め切ります。

（･…………参加者には記念品を用意致します。

誰！回目

時
所
師
題

日
場
講
演

～ケア･タウン介護講演会～

７月２日（日）13時30分～15時30分

壬生中央公民館　研修室

山本茂夫　先生

「介護保険とこれからの地域福祉活動」

講師プロフィづし

　西水元ナーシングホーム施設長。 1934年樺太生まれ。

1955年E1本社会事業短期大学卒業。同年武蔵野市福祉

事務所勤務。 1963年早稲田大学第二文学部卒業。徴税

吏員などを経て、1981年武蔵野市福祉公社事務局長。

第２回目

時
所
師
題

日
堀
講
演

９月２日（上）招待～14時30分

壬生中央公民館　犬ホール

加藤タキ　先生

「健やかに生きる～103歳の母、加藤シヅエ

から学ぶこと」

１

講師プロフィづし

　数多くのﾃﾞ毎外大物アー

チスト、トップ俳優の

日本での活躍を実現さ

せたコーディネーター

の草分け的存在。昭和

20年東京生まれ。同37

年森村学園高等科卒業。

同41年米国オレゴン州

マルトノマ・Jr ・ カ

レッジを卒業。

常に国際的に幅広く活躍を続けている。母は女性初の国

老後福祉課長などを歴任し、1993年～1995年３月福祉=､会議員、加藤シヅエさん。

保健部長。定年退職後2000年４月から現職。　　　　　f･著　書「40歳からをどう愉しんで生きるか」、

著　書「新しい老後の創造」、「福祉部長山本茂夫の挑戦」　　　　　「おとなの女になるための55章」

鰐参加希望の方は、電話で民生部介護保陰謀へ申し込犬11 参加申込みは不要です。当日12時50分までに着席願いま

　み願います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　す。

勁参加者には記念品を用意致します。　　　　　　　　　犬櫛･参加者には記念品を用意致します。

７ 一一--･------

参加及び問合せ先 民生部介護保険課　TEL 81－1876 ・ 1877



漸回
　
学
生
の
納
付
特
例
が
で
き
ま
し
た

　
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
は
、

申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
特
例
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
特
例
に
よ
り
、
学
生
時
代
の
保

険
料
を
卒
業
後
に
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
特
例
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
必
ず
本

人
が
年
全
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
学
生
時
代
に
保
険
料
を
納
め
な
か
っ

　
た
人
は
次
の
点
に
ご
注
意
を
／
・

１

間
に

猶
予
期
間
は

年

金

の
受
給
資
格
の
対

人権擁護委員制度

象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎

年
金
額
の
計
算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

２
　
保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま
す

□月々保険料を納めていた人＆後から納めた人

計算に入れますｉ　　保険料納付済期間

60歳　20歳　　　　　　卒業

□特例により保険料を納めなかった人

計算に入れません｜　　保険料納付済期間

60歳卒業20歳

　６月１日は、人権擁護委員法が施行

された[]です。全国人権擁護委員連合

会では、６月↓[1を｢人権擁護委員の

則と定め、この[1を中心として皆さ

んとともに一層の人権思想の啓発に努

めることを申し合わせています。本町

でも、６月１日に保健福祉センターで、

午前９時から12時まで人権特設相談を

行います。

　本町には、法務大臣から委嘱された、

次の６名の方々が活躍されています。

相談は無料で、相談内容についての秘

密は厳守されます。

　
申
請
し
、
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
1
0
年
以
内
で
あ
れ
ば
卒
業
後

に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納

し
た
分
は
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算
に
入

り
、
年
金
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

３
　
追
納
す
る
保
険
料
の
額

　
追
納
す
る
保
険
料
は
、
３
年
目
以
降

は
一
定
の
率
を
掛
け
た
額
に
な
り
ま
す
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
2
0
歳
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
加
入
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
学
生
で

納
付
特
例
を
希
望
す
る
人
は
そ
の
旨
を

申
請
し
ま
す
。
申
請
を
せ
ず
、
保
険
料

を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
未
納
と
な
っ

て
し
ま
い
、
後
か
ら
納
め
る
場
合
、
２

年
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
万
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
が
う
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

人権擁護委員（敬称略）

氏　名 住　　所 電　話

中嶋文一郎 下稲葉871番地 82－5808

大森　　忠 通町３番12号 82－2033

高橋　弘行 中央町10香27号 82－4614

碓水伯男 上田1424番地１ 86－0003

石崎　典子 壬生Ｔｎ２番地１ 82－2475

渡辺　光喜 大師町11番17号 82－0811

いり£必二.･･りがとう

　　　.2応-鳶椎茸j屠言

立哨場所が一部変わ万る

　
壬
生
町
に
お
い
て
児
童
の
登
校
時
及

び
歩
行
者
等
の
通
行
の
安
全
を
長
年
守
っ

て
こ
ら
れ
た
交
通
指
導
員
の
坂
田
佐
一

郎
さ
ん
と
横
山
宗
一
郎
さ
ん
が
、
任
期

満
了
の
た
め
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
後
任

に
柏
崎
美
代
子
さ
ん
（
４
月
１
日
委
嘱
）
、

石
坂
ト
ウ
子
さ
ん
（
５
月
１
日
委
嘱
）

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
１
日
か
ら
若
干
、
指
導

員
の
帽
の
立
哨
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た
。

言
月
１
日
現
在
の
配
置
）

・
小
林
　
丈
夫
　
中
央
町
２
－
3
7

　
　
　
　
（
雄
琴
神
社
前
十
字
言

・
足
助
　
正
信
　
福
和
田
薗
－
６

　
　
　
　
（
鰹
沼
中
央
Ｔ
字
詰
）

・
大
場
和
男
上
稲
葉

1
3
8
2

　
　
　
　
呈
稲
漿
荒
川
白
轍
本
店
北
側
十
壽
）

・
荒
川
　
林
一
　
大
師
町
1
3
１
2
2

　
　
　
　
（
壬
生
小
学
校
正
門
北
）

・
藤
沢
　
　
操
　
安
塚

2
0
0
3
－
６

　
　
　
　
（
安
塚
小
学
校
正
門
前
）

・
吉
田
　
　
稔
　
幸
町
１
丁
目
1
9
－
５

　
　
　
　
（
お
も
ち
諾
ま
ち
大
便
肩
摩
字
詰
）

・
今
林
　
正
盛
　
幸
町
３
丁
目
1
5
－
1
3

　
　
　
　
（
幸
町
３
丁
目
リ
ー
ブ
ル
西
Ｔ
字
詰
）

・
田
中
　
作
蔵
　
至
宝
３
丁
目
２
－
2
5

　
　
　
　
至
宝
町
旧
公
民
館
北
十
字
芭

・
島
田
　
武
雄
　
緑
町
３
丁
目
６
－
‥
‥
１
１

　
　
　
　
（
グ
ラ
ン
ド
ー
ル
前
十
字
路
）

・
大
島
　
ト
ク
　
中
央
町
1
3
－
1
6

　
　
　
　
武
藤
ス
タ
ン
ド
庸
十
字
路
）

・
早
乙
女
幸
一
　
羽
生
田
4
2
3

　
　
　
　
（
羽
生
田
信
号
機
十
字
路
）

・
竜
田
　
和
昭
　
緑
町
３
丁
目
1
3
－
1
0

　
　
　
　
玉
生
来
小
学
校
庸
俗
号
機
）

・
大
垣
　
清
一
　
上
程
門
Ｉ

　
　
　
　
（
北
小
林
藤
栄
宅
来
十
字
芭

・
柏
崎
美
代
子
　
藤
＃

1
2
8
8

　
　
　
　
（
藤
井
小
学
校
西
互
生
高
人
口
）
）

・
石
坂
ト
ウ
子
　
表
町
1
3
－
2
2

　
　
　
　
玉
稿
ス
タ
ン
ド
前
十
字
路
）

８



　
今
年
９
月
９
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
第

1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
の

「
み
ぶ
会
場
」
　
へ
の
ア
ク
セ
ス
路
と
な

る
、
主
要
地
方
道
羽
生
田
・
上
蒲
生
線

バ
イ
パ
ス
の
肋
谷
工
区
の
開
通
式
が
４

月
1
3
日
、
壬
生
総
合
公
園
北
側
の
入
口

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
県
や
町
の
関
係
者
1
5
0
入

が
出
席
し
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す

王
割
り
に
続
い
て
、
パ
ト
カ
ー
を
先
導

に
渡
り
初
め
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
羽
生
田
・
上
蒲
生
緑
は
、
羽
生
田
地

内
の
主
要
地
方
道
宇
都
宮
亀
和
田
栃
木

緑
と
上
三
川
町
上
蒲
生
地
内
の
新
４
号

線
や
主
要
地
方
道
宇
都
宮
栃
木
線
、
国

道
４
号
線
な
ど
と
交
差
す
る
道
路
で
、

今
回
開
通
し
た
の
は
、
宇
都
宮
栃
木
線

の
あ
け
ぼ
の
町
の
交
差
点
と
上
田
壬
生

線
と
を
結
ぶ
約
１
・
４
㎞
の
区
間
で
。

４
車
線
道
路
と
し
て
計
画
さ
れ
た
う
ち

２
車
線
部
分
で
す
。

開通を祝いテープカット

　
新
た
に
９
名
の
農
業
者
が
認
定
を
受

け
、
４
月
６
日
役
場
会
議
室
に
お
い
て

認
定
書
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定

制
度
に
草
づ
い
て
、
町
の
「
農
業
経
営

基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的

な
構
想
」
に
示
さ
れ
た
農
業
経
営
の
目

標
に
向
け
、
自
ら
の
創
意
と
工
夫
に
よ

り
、
経
営
規
模
の
拡
大
、
経
営
管
理
、

生
産
方
式
の
合
理
化
を
図
り
、
2
1
世
紀

騏左から大垣さん､EU長仲村さん､ﾈ帳さん

形佐から繕さん､佐藤さん､観さん､馴さん､坂田さん

-

将来の農業経営の担い手

斎たに

　９名を認定

に
向
け
た
農
業
経
営
を
目
指
す
方
を
、

地
域
の
将
来
の
農
業
経
営
の
担
い
手
と

し
て
支
援
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
認
定
を
受
け
る
と
、
農
用
地
の
利
用

集
積
や
農
業
生
産
法
人
出
資
育
成
事
業
、

税
制
上
の
特
例
、
融
資
面
、
各
種
研
修

会
の
実
施
等
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
で
今
回
認
定
を
受
け
た
方
々
を

含
め
、
町
の
認
定
農
業
者
は
4
9
名
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
認
定
を
受
け
た
方
々
（
敬
称
略
）

〔
　
〕
内
は
目
標
と
す
る
営
農
類
型

㈲
石
川
養
豚
場
　
代
表
取
締
役
　
石
川

　
久
夫
（
羽
生
田
）
一
旦

㈲
オ
オ
ガ
キ
フ
ァ
ー
ム
　
代
表
取
締
役

　
大
垣
了
三
玉
田
）
（
旦

坂
田
　
和
信
子
稲
葉
）

　
　
　
　
　
　
　
つ
水
稲
・
毎
・
言

佐
藤
　
健
一
　
（
下
稲
葉
）

　
　
　
　
　
　
　
一
水
稲
・
薙
・
言

篠
原
　
正
明
（
羽
生
言

　
　
　
　
　
〔
水
稲
・
麦
・
ト
マ
上

荒
川
　
浩
樹
（
中
泉
）

　
　
　
　
　
　
　
一
水
稲
・
ト
マ
上

小
高
高
雄
子
稲
葉
）

　
　
　
　
　
　
　
〔
水
稲
・
ト
マ
上

神
長
　
恵
一
　
（
上
稲
葉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
水
稲
・
毎
〕

高
久
　
和
之
子
稲
葉
）

　
　
　
　
　
　
　
一
水
稲
・
ト
マ
上

　平成12年の地価公示価格が，

国から公表されました。

　この価格は，地価公示法に

基づいこ「正常な土地の価格」

を公表尽るもので，平成12年

１月１日現在で調査したもの

が３月24日に公示されました。

　本町では次の14か所が標準

地としこ公表されていま尽か，

詳細について閲覧を希望され

る方は，町総務部企画財政課

までお越しください。なお，

公示価格は，１�あたりの価

格で尽。

　　　　＜住宅地＞

・中央町327番3

「中央町2－15」　73,000円

・大師町829番3外

「大師町15－32」　61,900円

・いずみ町619番45

「いずみ町8－19」82,000円

・幸町2丁目3402番51

「幸町2－20－10」87,500円

・大字安塚字西南原875番16

　　　　　　　　　　69,700円

・駅東町511番3

「駅東町24－5」　71,700円

・本丸2丁目1564番4

「本丸2－13－15」66,300円

・落合2丁目9番4

「落合2－9－5」　75,200円

・大字壬生丁217番60 76,700円

　　　　＜商業地＞

・緑町2丁目1022番170

「緑町2－5－6」　130,000円

・緑町2丁目1058番126

「緑町2－15－18」133,000円

　　＜調整区域内宅地＞

・大字藤井学侶坪1233番2

　　　　　　　　　　20,600円

・大字上稲葉字町田2227番

　　　　　　　　　　14,500円

・大字安塚字西原2389番11外

　　　　　　　　　　17,600円

９

地価公示価格は
土地取引の基準です
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11
自分達で企画した講演会の１二]マ

　
最
近
は
、
生
涯
学
習
の
時
代
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
学
ぶ
こ
と
が
ゆ
と
り
で

あ
り
遊
び
の
延
長
と
な
っ
て
き
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
生
が
8
0
年
時
代
と
な
り
、
交
流
の
範

囲
も
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
関
心
事
や
問
題
に
興
味
を
も

ち
っ
つ
友
人
と
愉
し
く
過
ご
し
た
い
も｀ ～ ＿ , -

社会人（NOL:万8）

㈱ﾄﾐｰﾃｯｸ

　山木真理さん

　
当
社
は
、
お
も
ち
ゃ
団
地
内
に
平
成

８
年
３
月
に
設
立
さ
れ
た
企
業
で
す
。

資
本
金
は
主
位
で
、
主
な
業
種
は
玩
具
、

そ
の
他
の
製
造
販
売
で
、
前
期
の
売
り

上
げ
は
、
8
3
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
「
魅
力
あ
る

企
業
」
で
あ
る
こ
と
へ
の
追
及
で
あ
り
、

こ
れ
を
価
値
観
の
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
お
客
様
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
の
低
減
を
品
質
目
標
と
し
て
実
践
し

て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

で
あ
る
Ｔ
Ｉ
Ｓ
０
９
０
０
２
を
取
得
す
る

の
で
す
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
を
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
上
げ
、
話
し
合
い
学
習

す
る
た
め
に
集
ま
り
ま
し
た
。
活
動
内

容
は
学
習
館
が
開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
・

講
座
の
設
定
に
提
言
を
行
い
、
さ
ら
に

自
分
か
ち
で
テ
ー
マ
と
内
容
を
決
め
た

セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
、
当
日
は
そ
の
運

営
に
あ
た
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
後
期

に
「
熟
年
の
生
手
刀
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
土

と
と
も
に
、
お
客
様
へ
の
信
頼
性
を
高

め
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
取
引
先
も
国
際
化
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
輸
出
入
業
務
、
為
替
等

の
業
務
も
拡
大
し
、
そ
れ
に
と
も
な
う

組
織
体
制
の
強
化
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
か

進
歩
す
る
中
で
、
競
争
力
を
つ
け
る
た

め
に
、
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
構
築
を

図
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
は
、
平
成
1
2
年
３
月
末
現
在
、

臨
時
従
業
員
を
含
め
2
5
0
名
と
な
っ
て
お

り
、
企
画
開
発
か
ら
製
造
ま
で
の
自
己

と
「
人
生
い
き
い
き
ヤ
ベ
ナ
ー
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
熟
年
の
生
き
が
い
、
健

康
と
介
護
、
生
活
経
済
の
諸
問
題
、
ま

た
、
家
庭
・
職
業
・
偏
見
・
女
性
問
題

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
に
多
べ
の

方
と
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
ス
タ
ッ
フ
は
９
名
で
す
。
こ
の

よ
う
な
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
、

あ
る
い
は
地
域
の
情
報
を
取
り
上
げ
て

み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
お
仲
間
に
な
っ
て

完
結
型
企
業
と
し
て
、
地
域
は
も
と
よ

り
世
界
の
お
客
様
に
対
し
、
信
頼
さ
れ
、

貢
献
で
き
る
よ
う
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
当
社
に
勤
務
し
て
い
る

山
木
真
理
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
山
木

さ
ん
は
、
入
社
４
年
目
、
新
婚
半
年
の

2
7
歳
で
す
。
明
る
さ
を
前
面
に
出
し
、

総
務
課
内
の
受
付
、
給
与
、
雑
用
等
様
々

な
業
務
に
わ
た
り
活
躍
し
て
い
ま
す
。

本
人
の
話
で
は
、
意
外
に
繊
細
な
而
も

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
の
事
。
休
日
は

ご
主
人
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
等
結
構
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
家
事
も
本
人
は
「
嫌
い
」

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
主
人
に
お
弁

当
を
作
る
等
、
奥
様
と
し
て
も
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
ト
ミ
ー
テ
ッ
ク
に
来
社
の
際
は
、
ぜ

ひ
総
務
課
に
お
立
ち
よ
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
紹
介
者
　
高
　
沢

く
だ
さ
い
。
時
間
的
に
は
、
月
１
同
程

度
の
打
ち
合
わ
せ
と
セ
ミ
ナ
ー
当
日
の

参
加
で
す
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
（
ご
連
絡
は
生
涯
学
習
館
ま
言

１０



と
っ
て
お
き
②

心／

･.･..j　　　.……7回

入

万⑩

プ
ロ
顔
負
け
の
ソ
バ
打
ち
名
人

　
　
　
　
安
塚
二
　
馬
場
正
平
さ
ん

　
昭
和
5
7
年
、
全
国
植
樹
祭
で
前
の
天

皇
皇
后
両
院
下
が
、
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
泊
ま
ら
れ
た
時
に
、
馬
場
さ

ん
の
ソ
バ
が
ご
夕
食
に
添
え
ら
れ
ま
し

た
。
馬
場
さ
ん
は
、
同
ホ
テ
ル
の
社
長

と
親
し
く
、
そ
の
縁
か
ら
、
陛
下
の
好

物
の
ソ
バ
を
打
つ
大
役
を
任
さ
れ
ま
し

た
。
「
院
下
が
大
変
お
い
し
く
召
し
上

が
り
ま
し
た
」
と
い
う
報
告
は
、
今
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
以
前
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
、
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
で
も
、
ソ

バ
打
ち
を
披
露
し
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
馬
場
さ
ん
の
本
職
は
酒
店
で
、
ま
る

で
畑
違
い
で
す
が
、
奥
さ
ん
が
ソ
バ
を

打
っ
て
い
る
の
を
手
伝
っ
て
い
る
う
ち

に
、
ソ
バ
打
ち
が
道
楽
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　
そ
ば
粉
は
、
鹿
沼
市
産
の
地
粉
。
小

麦
粉
も
ソ
バ
・
う
ど
ん
専
用
の
農
林
肘

号
と
材
料
も
選
り
す
ぐ
り
、
そ
の
味
は

「
の
れ
ん
を
出
し
て
い
る
ソ
バ
屋
で
は

味
わ
え
な
い
独
特
の
う
ま
さ
」
と
評
判

で
、
今
で
も
知
人
に
頼
ま
れ
月
に
７
～

８
回
は
ソ
バ
を
打
っ
て
い
ま
す
。
約
4
0

年
も
ソ
バ
打
ち
の
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
体
力
の
許
す
限
り
続
け
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。お気に入りの

　　　　　作業場で

１
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文化協会文芸部選

ヽ 一

『

百石

短
　
　
歌

４

亡
き
母
の
縫
い
く
れ
給
い
し
肩
布
団

風
邪
を
ひ
く
な
と
言
う
声
が
す
る

｢地球をつきさせ｣

ド

｢ビールびんで宇宙旅行｣

rS
言

駅
前
の
花
の
盛
り
は
い
っ
ご
ろ
か

ペ
タ
ル
踏
み
つ
つ
見
上
げ
て
通
る

俳
　
　
句

奥
村
　
ト
シ
　
　
瞰
ぐ
や
伏
目
に
七
す
か
彫

学
生
ら
親
の
負
担
も
何
の
そ
の

携
帯
電
話
当
て
し
ま
ま
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
チ
エ

月
の
夜
の
運
龍
の
花
は
さ
か
り
に
て

黄
色
さ
や
か
に
ほ
の
か
に
浮
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
真
夕
美

新
井
　
ハ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

ち
や
ぶ
台
の
似
合
う
家
族
や
春
夕
餉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
予

兆
の
昼
女
医
の
欠
伸
を
見
て
し
ま
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
田
鶴

こ
ぼ
れ
歯
に
舌
の
ぞ
か
せ
て
新
入
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
愛
子

１１



参ちのわだい

地域住民から好評Z/

安塚地区

…………

息11団l興!39名を迎え　゜::……………゜:……'j………゜j

ljl,:゜JJ:jJ;:=万=;,;=

'゛゛2レ

=…………　

畷消防団力種!l練

　
自
分
達
の
ま
ち
は
自
分
達
で
守
ろ
う

と
壬
生
地
区
自
警
団
（
阿
部
博
章
団
長
、

団
員
2
3
人
）
で
は
、
安
塚
地
区
を
中
心
に

夜
間
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
続
け
て
お

り
、
地
域
住
民
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。-

制服に身をつつみ活動も本格的

　
町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団
長
団
員
・

2
0
3
名
）
で
は
、
新
年
度
を
迎
え
た
４
月

２
日
、
町
総
合
運
動
場
で
団
員
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
今
年
度
新
た
に
部
長
と

な
っ
た
1
5
名
を
は
じ
め
、
班
長
1
5
名
、

団
員
3
9
名
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
あ
と
、

常
備
消
防
（
石
橋
地
区
消
防
組
合
壬
生

分
署
・
安
塚
分
遣
所
）
の
職
員
か
ら
規

律
を
け
じ
め
、
ポ
ン
プ
操
法
等
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
町
消
防
団
は
、
毎
年
大
幅
な
団
員
の

交
替
が
あ
り
、
有
事
の
際
に
適
切
に
行

動
で
き
る
よ
う
毎
年
こ
の
時
期
に
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
自
警
団
は
、
安
塚
地
区
で
頻
繁
に

盗
難
な
ど
の
犯
罪
が
起
こ
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
安
塚
商
店
会
の
有
志
が
中
心

と
な
り
、
地
域
に
呼
び
か
け
平
成
1
0
年

７
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
制
服
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
も
そ
ろ
え
、

毎
週
１
回
、
７
～
８
人
が
専
用
の
車
２

台
に
分
乗
、
コ
ン
ビ
ニ
や
駅
周
辺
、
公

共
施
設
等
を
巡
回
し
、
犯
罪
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
、
町
民
で
、
町
内
に
勤

務
す
る
2
0
成
以
上
の
男
性
を
対
象
に
団

員
を
募
集
中
と
の
こ
と
で
、
阿
部
団
長

は
、
「
今
後
は
、
団
員
を
増
や
し
、
活
動

範
囲
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
問
合
せ
先
合
8
6
－
７
４
４
４

穀
没
昔
等
合
吋
服
霊
祭
行
ね
れ
る

ぐ千

燧

園慰霊碑前に130名が参列

言
上
段
市
会
長
）
主
催
の
戦
没
者
等

合
同
慰
霊
祭
が
、
遺
族
会
、
重
恩
会
、

日
傷
会
関
係
者
等
1
3
0
名
が
出
席
し
て
、

桜
の
花
咲
く
東
雲
公
園
慰
霊
牌
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
先
の
犬
戦
・
災
害
で
、
祖
国
の
礎
と

な
り
、
尊
い
命
を
犠
牲
と
さ
れ
た
8
0
0
余

柱
の
英
霊
に
向
け
て
、
三
上
会
長
が
祭

文
を
奏
上
、
続
い
て
来
賓
の
清
水
町
長
、

川
島
議
長
、
佐
藤
衆
議
院
議
員
、
鹿
沼

県
議
、
県
・
郡
の
遺
族
連
合
会
長
ら
に

よ
り
、
追
悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
参
列
者
全
員
に
よ
り
白
菊
が
献

花
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
併
せ
て
町
内
の
剣
道
教
室
に

よ
る
奉
納
試
合
も
行
わ
れ
、
少
年
剣
士

た
ち
に
よ
り
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
り
　
。
宛
。
‘
ｉ
″
弥
屁
昌
涵

◇
小
学
３
年
生
以
・
下
の
部

　
優
　
勝
　
渡
辺
　
陽
向
［
お
も
ち
こ

　
準
優
勝
　
渡
辺
　
宣
］
也
（
お
も
ち
ゃ
）

　
第
３
位
　
増
山
　
智
也
（
壬
生
剣
）

　
　
　
　
　
粂
川
　
明
範
（
お
も
ち
こ

◇
小
学
４
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
増
田
　
修
哉
（
壬
生
剣
）

　
準
優
勝
　
安
納
　
　
司
宝
生
剣
）

　
第
３
位
　
豊
田
　
敦
史
宝
生
剣
）

　
　
　
　
　
菊
池
　
美
咲
（
壬
生
剣
）

◇
小
学
５
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
甫
坂
美
有
紀
（
壬
生
剣
）

　
準
優
勝
　
朝
日
　
庚
介
三
一
修
会
）

　
第
３
位
　
山
井
　
崇
嗣
宝
修
会
）

　
　
　
　
　
田
村
圭
祐
（
壬
生
剣
）

◇
小
学
６
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
鰹
沼
　
卓
也
（
壬
生
剣
）

　
準
優
勝
　
増
田
　
友
彦
平
生
剣
）

　
第
３
位
　
田
辺
　
傑
作
（
壬
生
剣
）

　
　
　
　
　
君
島
成
郎
（
お
も
ち
ゃ
）

少年剣士たちによる奉納試合
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茶師の森の｢大祭土州淘1作お心

　北小林の小林神

社境内で4月13凪

地区の祭［大祭］

が昨年に引き続き

行われました。

　この大祭の「大

損」は、約157年

前の物で、分解さ

れたまま保存され

ていましたが、昨
今年は北小の児童も参加

年不足材料を袖って修繕されました。

　今年は地元住民約50人の他、壬生北小学校の２・３年生

54人も招待されました。お囃子の鳴り響く中、五穀豊穣を

願って祈祷が行われ、参加者がぼん天を掲げて天棚の周り

を練り歩き、昨年よりも賑やかに行うことができました。

　壬生北小の校歌には『薬師の森の高き梢は…』と小林神

社の森のことが歌われていることもあって、児童たちは住

職に天祭についての話を聞き、天棚を写生して、１日を過

ごしました。

黄
色
い
帽
子
3
7
4
人
分
贈
る

交
通
事
故
″
０
が
を

　
　
　
　
　
め
ど
し
て
・

児童代表に帽子が手渡される

　栃木県明るい社会づくり協議会壬生支部会（田中義一会

長）は、今年も、新入学児童374入に黄色い通学帽を贈る

ことになり、４月６日壬生小学校で贈呈式が行われました。

　これは、新入学児童の交通安全を願い同支部活動の一環

として毎年行っているもので、今年で25回目になります。

　清水会長代理から帽子や目録を手渡された児童代表の２

人は、交通安全の誓いを新たにしました。

町交通安全協会が街頭広報等を実施

－
－
－
－
－
‐
－
－
－
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
安
套
確
認

－

－

－

－ し
っ
か
り
止
ま
｀
’
ｙ
｀

　今年の春の交通安全運動は、「子供と高齢者の交通事

故防止」「チャイルドシート・シートベルトの着用の徹

底」「しっかり止まって、安全確認」の３つ重点目標の

下に４月６日から↓5［］まで展開されました。

　壬生町交通安全協会では、町内の駅周辺の放置自転車

の調査や、壬生バイパス（西高野）とおもちやのまちの

県道（ジャスコ前）での街頭広報、県道小山・壬生線46

号踏切の安全な通行指導、交通指導車による広報などを

行ったほか、町内容小学校児童へ交通安全のワッペンの

配布、高齢者を対象にした、交通安全教室なども行って

います。

ｶﾞｰﾃﾞﾆﾝｸﾞｺﾝﾍﾟ優秀作品=決まる

花壇の部　優秀賞　　　　　　‥‥‥　‥‥:‥‥‥===,i=

汗ばむような天気の中、４月９日、

文子さん

しののめ花まつり

会場で、ガーデニングコンペが行われました。フラワー

ポットの部（個人）では↓↓人が参加、花壇の部（団体）

では10組（町内小学校緑の少年団８組・一般２組）が参

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

第
４
回
学
習
館
フ
ズ
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
様
③

　
　
　
　
　
　
１
万
９
千
８
１
６
円

し
ゃ
ぼ
ん
壬
生
店
様
⑨
　
　
３
千
円

芳
舞
歌
会
様
②
　
　
　
　
　
３
千
円

ハ
ロ
ー
り
乙
０
０
０
須
賀
俊
之
様
①
２
千
円

テ
ッ
ト
利
便
様
①
　
　
　
　
２
千
円

テ
ッ
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
旱
ル
様
②
　
２
千
円

岡
田
歌
謡
教
室
様
①
３
万
３
０
０
円

三
橋
博
子
様
①
　
　
　
　
　
1
0
万
円

ａ
ｍ
・
ｐ
ｍ
壬
生
本
丸
店
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
千
６
８
２
円

壬
生
町
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
２
万
２
千
４
６
２
円

生
活
改
善
ク
ラ
ブ
あ
ざ
み
今
様
①
３
千
円

気
功
と
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
円

揚
協
医
科
大
学
病
院
看
護
部
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
万
円

１３

寄

付

加しました。

　競技では、それぞれのポットや

花壇にコニファー、花てまり、

ペチュニア、サフィニア、マーガ

レット、アリッサム、ナデシコ等

をどう配置するか相談しながら進

められました。

　審査の結果、フラワーポットの

部で、岡文子さん（緑町∩が、

花壇の部で睦小の緑の少年団がそ

れぞれ優秀賞に輝きました。

一

-



ヽ 一

翔ﾁﾞｹﾂﾞﾄﾞa廟瀬胤めよす

　　　　　　　　　　㎜|回

　　　　　　　　　　第1回チヤイコフスキー

　　.･^･，’タ　　　　　　国際コンクール8年ぶり

　　　S　　　　　

の優勝者

　　　　ヶ　　　　　　　　　　デニス･マツーエフ

　　　　　　　　　　ピアノ・ﾘｻｲﾀﾙ

＼一,･|一　　　　　　　　　　　日　時　10月28日（土）

F一票゛　　　　　　　　　　　　　　　　午後6時30分開演

　　　　一　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜←　　　　　一一一一一一一一

､ものすべての心を魅

-る､透徹した響きと、　　　　　　　　　　’≒゛j

Rされたﾋﾟｱﾉ　　　　s･一一　　　　　　　　ぃ6

　　　　　　　　　　　　　　　1

ティ゛ブン．　　　　　　　　　　ヅハ

ヴアセヴィッチ　
‥､･　.････　　　･.･.帽

ｱﾉ･ﾘｻｲﾀﾙ　　　　　　　　　八

時　11月４日（土）

　　午後6時30分開演

｜７ 百丑めす方･

≡j宮募集冊|課員にi
ご相談を　　

ｌ

　このたび、自衛官募集相談員として、次の６名の

方々が委嘱されました。

　自衛官をめざす方、自衛隊について詳細を知りたい

方は、ご相談ください。

闇闇闇闇1轟F
‐ 1緋〒ヲ罰ズヅは

氏　名 住　　所 電話番号

増田　芳郎 壬生町中央町７番11号 82－0305

会　場　壬生中央公民館犬ホ犬ﾚ（城址公園ホ犬ﾚ）

入場料　特別セット券　4,000円（全指定席）

※入場券は、６月14日水から壬生中央公民館、

　稲葉・南犬飼出張所、町施設振興公社で取り

　扱います。

問合せ先　壬生中央公民館　�82－0108

船越　柴吉 壬生町駅東町９番５号 82－5365

稲葉　冨蔵 壬生町本丸2丁目21香7号 82－3521

早乙女善明 壬生町大字安塚884番七4 86－3066

久保田和文 宇都宮市針ケ谷町

454番地９

028づ53-5138

詰先82-2261

粂川　フミ 壬生町大字上田98番地１ 86－2580

　　　　　　　白二三百

聴くものすべての心を魅

了する、透徹した響きと、

洗練されたピアノ

スティーブン・

コヴァセヴィッチ

ピアノ・ﾘｻｲﾀﾙ

日　時　11月４日(土)

　　　午後6時30分開演

付人　　　●　●

し旋網　町国
ま込期　県民ﾚ匹　にこ

つい際　一一゜且副い

　几言付合

　早付６全
　め窓月彷
　に目30
　網が日

６

月
の
納
税
等

堵ﾄｰ
－‥　　Ｗ

(I)喇ﾋﾌｪｱに向け四配41

　緑化フェア本番に向け、沿道緑化

推進事業の一環として、ペチュニア

とマリーゴールドの苗が町内各自治

会へ配付されました。

(Ｄ手駝ん訃日闘闘

　パナパナメイツの手塚晴美さんが、

壬生郵便局の一日郵便局長を務め、

郵便物の配付で役場を訪れました。

14
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